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個別の
知識・技能

高次な
資質・能力

小：低学年 中学校

C．情報共有や資料配付など
資質・能力の育成に間接的に
寄与するICT活用
（教師も児童生徒も）

資質・能力
（イメージ）

高校小：高学年
発達段階
（イメージ）

（A）基礎基本・
体験活動等など、
従来の指導法を重視

（B）答えが一つ

一斉指導、AIドリル、学習動画等

客観テスト

（C）答えが一つに定まらない

子供一人一人が問題解決活動等を繰り返す

レポート、発表等

資質・能力と端末活用
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本日は（B）(C）がテーマ
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一斉でインプット 教師の指示で一斉に端末活用や協働 教師の指示で一斉で発表

一斉でインプットや
課題・活動確認

協働を自己決定

協働を自己決定

協働を自己決定

他者参照

他者参照
他者参照

教師＞把握と指導

課題提出

(B)単線型
（従来型）

(C)複線型
（クラウド型）

学習の途中を何度でも参照（途中参照）
何度もインプットとアウトプット

白紙共有

一人一台端末活用の新旧イメージ

・教師の指示による
ステップバイステップ

・単線型
・協働すらも一斉

・一人一人が主語
自己判断で進行

・複線型
・必要な時に，

必要な相手と協働
・教師は把握と指導
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（B）単線：一斉指導等
学習課題・過程・形態は単一

教師は集団向けの平均的な発話

総括的評価、Avg、SD、指導に法則あり
板書、プロジェクタ、電子黒板
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東京都教職員研修センター

https://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.lg.jp/08ojt/helpdesk/plans/index.html

一般に学習指導案の様式は
学習課題・過程・形態が単一かグループ単位
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解いた回数等の学習事実の見える化

（Duolingo https://ja.duolingo.com/）

解いた回数等の学習事実の見える化

（Speak https://www.usespeak.com/）

市販の習得系学習アプリは
習得状況よりも解いた回数等の

学習事実をまず重視。

詳細なデータ処理は秘密
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注）「解いた」「繰り返した」（学習事実）と「わかった」「できた」（習得状況）を区別
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愛知県春日井市立藤山台小学校
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（C）複線：個別最適で協働的な学び等
学習課題・過程・形態等は個別

教師による子供一人一人への指導

形成的評価、記述、法則より個性
一人一台端末、クラウド

協
働

個
別

一

斉
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富山県富山市立芝園小学校 島崎亜希子教諭

個別最適で協働的な学びを意図した
学習指導案の例

従来形式では記述は困難
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Copyright(c) Densan System Co.,Ltd. All right reserved

主に利用しているアプリケーション

■＝クラスルーム
■＝ジャムボード
■＝Google.docs
■＝チャット
■＝Google検索およびWikipedia

45分間の授業時間

Aさん
Bさん
Cさん
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

Zさん

利用時間

の総計

高橋研×電算システム×NEC [学びの様子見える化サービス]
複線型授業における子供一人一人の様子の把握への試み

アプリの利用時間・タイミング等は
子供一人一人で異なる
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教員は児童の学習事実を途中参照。一対一で助言
これらを一層可能にするのが教育データ

富山県富山市立芝園小学校
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複線型授業における
教師の指導（助言）の変化

助
言

助
言

助
言

助
言

助
言

20244 高橋純（東京学芸大学）
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子供一人一人の把握の仕方

観
察

観
察

観
察

観
察

思
考

思
考

思
考

思
考

成果物、振り返り等の中身
他者参照、途中参照等で随時

発話、活動等の外形
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授業と教育データ利活用の考え方の例

• 児童生徒視点、教職員視点、教育委員会視点

• 子供一人一人にしっかりと力をつけたい（◎大目標の実現に向けて検討）
• 授業中の「教育データ」発生からの検討（△ニーズ、△ユースケース）
• 近未来の授業をイメージ（△現在、△未来）

• 子供一人一人の学習事実データの重視（△できた、△集団の平均）
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教育データの発生の例

• 学習前（価値・判断を含むことの多いデータ）
– レディネス、学習計画等

• 学習中（クラウドにより学習事実データを授業中でも随時参照可能に）
– (B)個別の知識・技能に関わる学習

• 目標、内容、活動、回数、頻度、アプリの種類、習得状況等
– (C)高次な資質・能力に関わる学習

• 目標、内容、活動、回数、頻度、アプリの種類、学習過程、協働・参照、助言等
• 学習後（価値・判断を含むことの多いデータ）
– (B)客観テスト←いずれ役割は小さくなるか？

• 問題、回答時間、正誤等
– (C)レポート・発表等

• 内容、分量、振り返り的、見方・考え方等
– アンケート

子供一人一人の随時の
学習事実データの参照が

個別最適で協働的な学びを支援
©2024 高橋純（東京学芸大学）
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